
調査概要
１. 総合計画・総合戦略とは

第2次奥出雲町総合計画及び第2期　　奥出雲町総合戦略を策定しています第2次奥出雲町総合計画及び第2期　　奥出雲町総合戦略を策定しています

総合計画は、町の目指すべき姿とその実現のために取り組むべきことを定める、まちづくり
の総合的な指針であり、町が定める各種の計画における最上位の計画です。
町では、「奥出雲町総合計画」（平成23年度～令和2年度）を平成22年度に策定し、「心豊かで潤
いと活力ある奥出雲」を目指し、各施策に取り組んでいます。
また、人口減少の克服・地方創生に対応するため、「奥出雲町まち・ひと・しごと創生総合戦
略」を平成27年に策定し、総合計画とともに一体的に取り組んできました。

２. 策定の趣旨

３. 策定に向けた基本的な考え方

５. 町民意識調査結果より

４. 検討体制

奥出雲町総合計画が、令和２年度をもって計画期間の終了を迎えるにあたり、今後の持続可
能な行政運営を目指し、中長期的な視点に立って、総合的かつ計画的にまちづくりを進める必
要があることから、令和３年度を初年度とする「第２次奥出雲町総合計画（以下「次期計画」
という。）」を策定することとなりました。
人口減少や少子高齢化など、町の様々な課題を乗り越え、著しい社会情勢の変化に柔軟に対
応していく、次世代を展望した新たなまちづくりの指針として町民の皆様と共有し、その実現
に向けて取り組んでまいります。

次期計画の策定にあたっては、町民の
皆さまや事業者、関係団体の皆さまのご
意見を幅広くいただき、次期計画に反映
することで、地域特性を活かした実効性
の高い計画にしたいと考えています。
つきましては、次の事項を基本的な考
え方として取り組みます。

町　長

学識経験者、各種団体の代表、行政委員会の委員等により構成し、
総合計画・総合戦略に関する重要事項の調査・審議を行います。

●庁内策定委員会

●幹事会

第２回 幹事会グループワーキングの様子

各課の若手･中堅職員により構成し、次期計画の素案を検討します。

副町長、各課長等により構成し、審議会に提出する原案の検討と
庁内各部局の連絡調整を行います。提

案

諮問･答申

第１回 審議会（令和2年  7月29日）策定スケジュール、各種調査について
第２回 審議会（令和2年 10月7日） 各種調査結果・施策体系(案)について
第３回 審議会（令和2年 12月予定）
第４回 審議会（令和3年 2月予定）

●審議会

基礎調査・人口推計
町民意識調査
中高生アンケート
島根リハビリテーション学院アンケート
関係団体アンケート

施策検討の基礎資料となる各種指標の分析・将来人口推計
町民の生活や定住に対する意識や町施策の評価などに関する意識調査
中高生を対象とした定住意向や仕事や結婚、子育て等に関する意識調査
学生を対象とした今後の定住意向、町との関わり方等に関する意識調査
企業や団体を対象とした分野別の課題、今後の展望等に関する意識調査

：
：
：
：
：

各種調査結果
分析･把握意見募集・次期計画への反映

パブリックコメント
（令和３年２月予定）

総合計画策定に関するご意見・お問い合わせは
企画財政課　有線  31-5241 　電話  54-2522 　Fax  54-1229
総合計画・総合戦略の検討に関する情報は、右記URLでご覧ください。 https://www.town.okuizumo.shimane.jp

❶ あらゆる立場の町民参加による計画づくり
❷ 横断的な職員連携による計画づくり
❸ 地域特性を活かした持続可能な地域づくりのための計画づくり
❹ 総合戦略と一体的な計画づくり
❺ 着実な進行管理を可能にし、施策の実効性を高める計画づくり
❻ ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理念を踏まえた計画づくり

策定に向けた6つの基本的な考え方

ご協力いただいた皆さま、
ありがとうございました

調査期間 令和2年7月28日～8月14日
調査対象 町内在住の18～79歳の男女
標本数 2,455人
抽出方法

調査方法 郵送配布・郵送回収調査
有効回収数 1,314件（有効回収率53.5％）

住民基本台帳から地区別での
無作為抽出

｢住みやすい」と感じている方が約7割を占めている。
(｢とても住みやすい｣｢どちらかといえば住みやすい｣の合計）

 奥出雲町の住みやすさ 1つだけ選択
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奥出雲町に「愛着や誇りを感じている」方が約7割
を占めている。(｢感じる｣｢ある程度感じる｣の合計)

3つまで選択10年後の奥出雲町での生活に対する心配ごと
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少子化や若者の更なる減少
自分や家族の健康

山林・農地や家が継承されない、荒廃する
担い手不足による地域産業の縮小

地域の医療機関や体制
町内の働く場所の減少

高齢者・障がい者に対する福祉
移動手段の確保

行財政の維持・税金の負担増加
身近な商店などの閉店

学校の教育環境
地域コミュニティや人付き合いの希薄化

道路や河川や施設等の管理の担い手がいなくなる
自然災害の多発
子育て支援

地域文化・伝統芸能の喪失
その他

特になし
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｢少子高齢化｣｢自分や家族の健康｣が心配されている。 
出産･子育てについて､｢経済的支援｣｢子育てしやすい環境づくり」
(職場の支援制度の促進､預け先施設の充実)の取組が行政に期待されている。
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子育て期における経済的支援

妊娠・出産時の経済支援

保育園など預け先施設の充実

教育内容や教育環境の充実

多子世帯への支援拡充

安心して遊べる公園や遊び場の環境の整備

妊娠・出産に関する相談・サポート体制の充実

就労や技能訓練等の支援サービスの充実

子育てに関する相談・サポート体制の充実

その他
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子育てにおいて行政に期待する取組

※現在、出産を望んでいる方、
　または、子育てをしている方のみ
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職場における育児休業制度や
短時間勤務制度等の取組促進

住宅斡旋や取得支援、公営住宅へ
の優先入居などの住宅面の支援

3つまで選択

まちづくりにおける町民と行政の役割分担

互いに協力しながら「役割を分担して」進めていくが最も高く、
次いで､互いに協力しながら｢行政が中心になって」進めていく。
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となってまちづくりを行い、
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役割を分担してまちづくり
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町民と行政が互いに協力しながら、
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を進めていく
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町民と協力しながら、
行政が中心となって

まちづくりを進めていく
31.2%

町民と協力しながら、
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まちづくりを進めていく
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「気軽に参加できるイベントの開催｣｢意見を言いやすい環境･雰囲気づくり」
「リーダーや担い手の育成・支援」が高い。 
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まちづくりリーダーや担い手の育成・支援
まちづくり活動費などの資金調達の多様化

活動回数を減らすなど負担軽減の検討

まちづくりに関する行政情報の提供・充実

わからない

その他
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町民が気軽に参加できるイベントなどの開催
世代や男女関係なしに意見を言いやすい
（関わりやすい）環境・雰囲気づくり  

まちづくりの出前講座などの学習機会の提供

まちづくりに参加しやすい仕組みづくり 3つまで選択
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